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施設名：社会医療法人石川記念会  HITO 病院 総合健診センター               

受審施設の概要  
 HITO病院総合健診センター「STEP」は、1986年の開設から37年を経過し、永年に渡り地域

の健康増進に寄与されている。総合健診センターは、画像診断検査と内視鏡検査が行われて

いる２階に配置し、病院と連携して効率的な運営が行われている。また、IT化を推進し電子

カルテと健診システムを連動して受診者の情報が共有されている。施設は清潔で明るく、人

間ドック受診者の控室に個室を準備する等、受診環境は良好である。 

 年間の受診者は、一日ドックは約2,070人、その他健診は約19,600人であり、巡回健診は約

8,090人を実施している。現在、二日ドックは受け入れていない。この度は、2005年の初回受

審から3回目の更新審査である。 

 

第１領域 理念達成に向けた組織運営  
 健診センター「STEP」の基本理念・基本方針が定められ、ホームページに掲載し、基本方

針は施設内に掲示している。基本理念も施設内に掲示されると更に評価できる。 

 個人情報保護規程を定め、その方針をホームページに掲載し、受診時の事前送付書類にも

個人情報の取扱いの書類を同封して周知を図っている。就業規則などの必要な規程類も整備

されている。 

 「 HITO ROAD 2022」と称した中期目標を掲げ、健診センターの目標も定めている。この目

標は毎年見直し、年度事業計画を策定され、活動実績は把握している。 

 法人全体の組織図は作成され、必要時に改定している。健診センターを支える職員体制も

確認できる。専従体制もあるが兼務もあるので、健診センターでの組織図を作成されると更

に良い。 

 医師や看護職、コメディカル、事務職員の体制は、実態に応じたものであり、業務支障は

生じていない。また、人間ドック認定医など専門資格者も関与されている。資格期間の確認

などは今後も引き続き徹底されたい。 

 病院全体で院内研修を実施され、医療安全や感染制御など必要な研修が行われている。現

在は、画像配信で受講して聴講テストを行い、研修成果を保持している。各部門・部署で専

門性の質向上を目指し、教育・研修にも取り組まれているが、看護職以外の実施状況は十分

とは言えず今後の課題である。 

 医療安全や感染管理の体制は、医療安全管理室のGRMが実務を管理し。アクシデント・イン

シデントや感染情報などに基づき組織的に検討して必要な対策を講じている。関連の委員会

は機能し、健診センター内でも検討・対応され評価できる。安全衛生面も同様に衛生委員会

が機能し、健診や感染予防などに努められ、職場環境にも配慮し防災マニュアルも整備して

いる。 

 情報管理は、ISO9001を取得し、DX推進室が全てのシステムを管理している。ID・パスワー

ドやサーバーの管理は問題なく、スマホからも院内情報を確認でき、情報システムの推進と

共に管理体制を充実させている。 

 診療材料はSPDシステムで供給し、薬剤は薬剤部で管理している。SPD対象外の材料などの

管理体制も確立している。委託業務は病院で対応し、業者選定なども適切である。また、業

務評価は評価項目を定め、毎年の実施は評価できる。 

 施設内はバリアフリーであり、車椅子での移動も支障ないスペースである。控室は全室が

個室でトイレやロッカーも整備されており、障害者への配慮としても適切である。外国人の



受診にも配慮され、問診票は中国語とベトナム語用を作成している。 

 

第２領域 受診者中心の良質な健診の実践  
 健保組合など約100社と契約を締結し、実施内容の変更時などは適切な説明と共に契約更新

している。受付業務手順書などに則り受付や予約の業務は良好に取り組まれている。自動精

算機で精算しているが、クレジットカードも利用できる。適切に会計処理され、未収金など

の対応も良好である。 

 日本人間ドック学会が掲示する基本検査項目は全て実施され、任意検査項目についても適

宜検討されている。受診環境は、待合スペースは十分に確保され、健康情報のDVDを放映して

いる。検査室はパーティションによりプライバシーが確保されている。人間ドック受診者に

は、ロッカーやテレビなどを備えた個室が用意され、ナースコールも設置されている。食事

はスタッフが各個室に配膳している。土曜日の実施などで受診機会を広げている。 

事前の送付書類やホームページにより、受診者に十分な情報提供を行い、受診者情報は共

有している。受診者からの問い合わせには、終礼などで意思統一を図り適切に対応している

が、対応マニュアルの整備やFAQの作成については今後検討されるとよりよい。急変時の対応

マニュアルは整備され、全職員がBLS講習を受け、内視鏡検査など必要な同意書も取得してい

る。 

 検体検査は、病院の検査室で委託業者が行い、パニック値などの取り扱いも良好である。

委託業者による内部・外部精度管理は適切である。また、日本消化器内視鏡学会の施設認定

を受けており、腹部超音波は日本臨床衛生検査技師会による精度管理を行っている。生理や

画像検査も各業務マニュアルは整備され、機器類は就業前にマニュアルに沿って点検され、

結果を台帳に記載している。 

 結果判定は、日本人間ドック学会が策定した判定基準に準拠している。画像は判定医と放

射線科医による二重読影が行われ、眼底などは内科医などが判定している。なお、画像読影

体制については、カンファレンスなどで検討する仕組みの構築を望む。 

 医療面接は看護師が行い、結果説明は検体検査結果などについて医師が説明している。人

間ドック健診専門医も関与し、説明内容などは健診カルテに記録している。 

 健診結果に基づく保健指導体制は、医師による説明終了後に受診勧奨を中心に行っている。

一日ドックの実施率は25.6%である。専従の管理栄養士が配置され、人間ドックアドバイザー

の資格者も従事し保健指導マニュアルは作成されている。今後はさらなる実施率の向上や指

導内容の充実を期待したい。 

 

第３領域 継続的な質改善の取り組み  
 受診者の要望を把握する体制は、要望内容を終礼で周知し対応を検討している。アンケー

トも実施しているが、結果の評価は行われていないので、今後はアンケートの内容分析や改

善策を検証する仕組みを検討されたい。また、意見箱は病院内に設置しているが、健診セン

ター内への設置も望む。 

 健診結果をフォローアップする体制は整い、がん検診項目65％の精検受診率平均は66.5％

である。今後さらなる受診率向上に向け取り組まれたい。要治療や経過観察とされた受診者

へのフォローアップの仕組みも適切で、50%程の把握率である。 

各医療機関との連携を図り、紹介状も作成しているが、情報交換手法などは工夫を望みた

い。健診結果の分析体制は、日本人間ドック学会の調査には参加しているが、健診結果の分

析や学会発表などへの更なる取り組みを期待したい。 

待合のデイスプレイには、健康増進や予防などの情報を放映し、人間ドックや健診の受診

者数などをまとめ掲示している。情報提供の面から、要精検者などの分析結果も検討を望み



たい。また、地域に向けた健康増進活動なども今後の取り組む課題と思われる。健保組合な

ど契約先から依頼あれば、健診結果や情報は提供している。センター長による出前講座の実

績もあり、継続して取り組まれたい。 

 部門・部署の目標を掲げ、接遇や安全面に注力している。健診センター内でも日々の実態

から検討し、改善事例も確認できる。前回受審時の指摘事項に対し、検査室でのプライバシ

ー面への配慮など改善された項目もある。保健指導や結果分析などについては、更なる取り

組みが望まれる。 

 

総括  
 急性期病院の役割を担う機能をバックに健診センターを効果的に活かすため、関係職員は

日々、努力・工夫を重ねている姿勢が窺われる。「良質かつ信頼性の高い健診サービスを提

供することにより地域のみなさまの健康保持・増進に積極的に寄与する」の理念のもと、精

度が高く安心して受診できる体制を目指している。 

組織力は十分に備わっており、今後の対応には十分に期待が持てる施設である。この度の

受審結果を更なる取り組みへの契機として捉え、地域から信頼される健診センターへと発展

されることを期待する。 

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新） に値すると判断する。 

 
審 査  日   2022 年  7 月  7 日  

認定承認日 2022 年  7 月  28 日  

 

 


